
 

 

 

 

 

 

 

【いろいろな縄文土器】 

今回は縄文土器について紹介します。縄文土器は、日本の各地で作られました。土器が作られた

ことにより、煮炊
に た

きや盛りつけ、貯蔵ができるようになり、以前より人々は少しずつ暮
く

らしやすく

なったと考えられます。表面には、縄目の模
も

様
よう

が付いたものが多いので

すが、模様となる縄はどのように作られたのでしょうか？縄は、植物の

茎やつる、木の皮の繊
せん

維
い

などを材料とし、それを編んだものだと思われ

ます。それを確認するために、今回は縄文土器をイメージして、実際に

縄や貝がらを押し付けてみました(右の写真)。すると、想像以上にしっ

かりと模様がつきました。本来の縄文土器は全体の形を作った後に模様

をつけるので、さらに難しかったと考えられます。一般的な縄文土器の

作り方は、下の絵の通りです。 

 

 

 

①から④の工程で、縄文土器は日本の各地で作られるようになり、地域や時期によってさまざま

なものがあります。 

縄文土器という名前のように、縄の模様がしっかりついた土器もあれば、縄の模様以外の土器も

たくさんあります。下
しも

沖
おき

遺跡から発掘された縄文土器は、縄の柄がしっかりと付いています。 

(左下写真)。天白遺跡(嬉野釜
か

生
も

田
だ

町)の縄文土器は、巻貝
まきがい

を回転さ

せて痕
あと

をつけた模様があります。ほかに、木の枝や指の爪の痕で模様

をつけた土器もあります。 

また、堀
ほり

之
の

内
うち

遺跡(嬉野堀之内町)から出土した縄文土器の内側には、

縄文人の指
し

紋
もん

が残っています。 

ぜひ、はにわ館第 2展示室で実際にご覧ください。(担当)   

                                                                                                                                 

 

【3月 弥生】  

  鈴の森公園の梅も色づき、春光に満ちた季節となりました。 

松阪市では 4年ぶりに初
はつ

午
うま

まつりが行われ、春を呼ぶ行事として多くの 

参拝
さんぱい

者が訪れます。土の中で冬ごもりをしていた生き物たちが目覚め、 

花々は咲きはじめます。 

和歌の世界では花が咲くのを「花笑む」と表現することがあります。 

ゆっくりと花が開いていく様子は花が微
ほほ

笑
え

んでいるような感じがします。

「笑」は、髪
かみ

の長い巫女
み こ

が両手を挙げて舞い踊る形の象形文字からできていて、神を楽しませる 

動作であると言われています。花のような笑顔いっぱいの春が皆様に来ますようにお祈りしま 

す。 

今月のはにわ館では、12日(日)まで第２展示室で松阪の縄文時代の資料を展示する企画展を 

しています。ロビーでの三重県埋蔵文化財センターによる天白遺跡の展示も 17日(金)まで行っ 

ています。常設展と合わせてご覧ください。 

ギャラリーでは、ギャラリー企画展「北井五郎回顧展」を 17日(金)から開催します。詳しくは、 

裏面をご覧ください。春風に誘われて文化財センターに是非お越しください。(所長) 

 

 

文化財センタ―  はにわ館＆ギャラリー催し物予定          

【はにわ館】 入館料 110円 (18歳以下無料)  開館時間は 9：00～17：00入館は 16：30まで 

第１展示室  常設展      「宝塚古墳の謎」                文化財センターの情報はこちら→  

第２展示室 冬季企画展 「これなんなん?なんでなん?～縄文時代編～」 ３/12 (日)まで 

★3/12 (日)は、はにわ館開館記念日のため入館無料！ 

             

第１～３G ◆令和 4年度公民館まつり「作品展示会」 3/3 (金)～3/5 (日)  9時～16時    
 
第３G    ◆和紙に遊ぶ「温故知新」擬革紙発表会  3/10 (金)～3/12 (日) 9時～17時  ※最終日は 15時まで 

 
第１G    ◆橋西公民館ふれあいまつり        3/12 (日)       10時～15時     

 

第２G    ◆南勢地区高等学校美術展 2023         3/14 (火)～3/19 (日) 9時～17時  ※最終日は 15時まで 
          

 第 1G    ◆令和 4年度 ギャラリー企画展「北井五郎 回顧展」 

                          3/17 (金)～3/26 (日) 9時～16時半 
 
第２G    ◆第 29回森川久写真展            3/31 (金)～4/2 (日)  9時～17時   ※最終日は 16時まで 

 

 

第２G  ◆講演会「石をならべた縄文人～天白遺跡について～」3/11 (土) 13時半～（受付 13時～）  

講師 森川幸雄さん(亀山市市民文化部文化課）参加費無料 

定員 30人(※要予約) 申し込みは 2/21(火)～3/7(火)にお電話または直接文化財センターへ 

    

 ポイントラリー 3/ 11 (土)・12 (日) 9時半～16時 

 < 3月の休館日  
          6日（月）   13日（月）    20日（月）   22日（水）   27日（月） > 

【発行】松阪市文化財センター  

【☎】0598-26-7330  【HP】https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/ 

  3 月 12 日(日)まで  

  縄文時代の企画展を 

開催中！ 
 No.336 令和 5（2023)年 3月号 

【ギャラリー】 入場無料 

【冬のイベント】  

➁粘土を紐
ひも

状
じょう

にし

て、それを重ねて形

を作る。 

 

①粘土に砂や植物の

繊維などを混ぜる。 

③縄を転がしたり、木の

棒や貝がらを押し付けた

りして模様をつける。 

④水分を含むと割れ

やすいので、よく乾

燥させて、野焼きに

する。 

縄や貝がらを粘土に押

し付けて模様を作る。 

下沖遺跡(嬉野宮野町) 

 

 

 

 

https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/

